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盛大に

開催！！
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防災訓練実施！！

　木曽岬町は本年で昭和34年9月26日に未曽有の被害をもたらした伊勢湾台風の襲来から55年を迎え、
本年度の木曽岬町防災訓練では大型台風の風水害を想定した訓練を実施します。本訓練は、災害時に役
立つ、実践的な訓練を予定しておりますが、子どもたちからお年寄りまでどなたでもご参加していただけ
ますので、多くの住民の方々のご参加をお待ちしています。
　なお、参加を希望する方で自治会を通して参加申込みされていない方は、役場危機管理課までお問い
合わせください。
※参加者には災害時に活躍する携帯用アルミブランケットを配布します。

9月21日㈰大型台風を想定した
防災訓練を実施します。

特 集

防災訓練実施！！

●目　　的／本訓練は、木曽岬町地域防災計画に基づき、超大型台風（スーパー伊勢湾台風）による
　　　　　　避難指示等の発令に伴う各種の事態を想定した各種訓練を実施し、防災関係機関の
　　　　　　連携強化、地域の防災体制の確立及び町民の防災意識の高揚と防災知識・技能の向上
　　　　　　を図ることを目的に実施します。
●実施日時／9月21日（日）　午前9時から午後1時まで
●実施場所／各自主防災倉庫設置場所、町体育館、南部幼稚園・保育園、一時避難所、広域避難
　　　　　　者集結場所（桑名市多度アイリスパーク）、桑名市立星見ヶ丘小学校
●主要訓練項目／防災資機材活用方法確認訓練、心肺蘇生法及びAED体験訓練、広域避難訓練
●そ  の  他／訓練当日の午前9時に防災行政無線により訓練開始のサイレンを吹鳴し、午前10時
　　　　　　には避難指示の広報を行います。
　　　　　　訓練当日、木曽岬町又は桑員地域に暴風や大雨、洪水等の警報などが発表されたと
　　　　　　きは訓練を中止します。
●問合せ先／木曽岬町役場　危機管理課　☎６８－６１０１

町職員より浄水装置の説明を受ける訓練参加者
（平成25年度防災訓練より）

消防署員よりAEDの指導を受ける訓練参加者
（平成25年度防災訓練より）
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わたしたちの

NEWSまちのNEWSまちの

木曽川源流夏祭り
　去る8月2日（土）長野県木曽郡木祖村において開催さ
れた「木曽川源流夏祭り」に木曽岬町として参加しました。
　長野県木祖村は木曽川の最上流にある村で「木曽川源
流の里」として広く紹介されており、昨年度より当町と
は木曽川の上下流域の交流を目的に事業を行っているも
ので、本年3月に当町で開催した「伸びゆく木曽岬町の
ふれあい広場“2014”」には木祖村から参加していただき、
さまざまなパフォーマンスを披露していただきました。
　この度行われた「木曽川源流夏祭り」では、木曽岬町
の特産品である鰻の蒲焼、メロン、海苔、観葉植物、お米、
そしてトマッピーグッズを販売しました。
　特に鰻の蒲焼は大変喜ばれ「とても美味しい！」とのお
声をいただき、祭り開演後2時間余で完売しました。メ
ロンや海苔の試食でも「木曽岬のメロンは甘くておいし
い！」、「炒め海苔はビールに合うね！」などのお声や「焼
き海苔とっても香ばしい！」と大変好評で、たくさんの方々
に買っていただき当町の特産品を知っていただきました。
　また、会場内では木曽岬町の「トマッピー」や木祖村
の「源気くん」、信濃毎日新聞の「なーのちゃん」とマス
コット同士の交流が行われ、子どもたちに大人気でした。

に参加しました！！

開会式で挨拶をする加藤町長

鰻の蒲焼の販売

木祖村の方々にも好評だった町の特産品

子どもたち
に大人気だ

った

“トマッ
ピー”子どもたち

に大人気だ
った

“トマッ
ピー”

信濃毎日新
聞の

“なーの
ちゃん”

信濃毎日新
聞の

“なーの
ちゃん”

木祖村の

“源気くん
”木祖村の

“源気くん
”



わたしたちの

NEWSまちのNEWSまちの

第13
回

開催！！開催！！

ボ
ラ
倶
楽
部

や
ろ
ま
い
夏
まつり

夏の
一大イベント
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今
年
も「
や
ろ
ま
い

　
　
　
　
　
　
夏
ま
つ
り
」で
は
多

　
　
　
　
　
　
く
の
皆
さ
ま
方
の
協

　
　
　
　
　
　
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
無
事
、開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、

本
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、ボ
ラ
倶
楽
部
で
は
、こ
れ

か
ら
も
会
員
一
丸
と
な
っ
て
町
を
元

気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、今

年
度
中
に
子
ど
も
さ
ん
や
保
護
者
の

方
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

で
き
る
よ
う
に
、現
在
み
ん
な

で
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、趣
旨

に
賛
同
し
一
緒
に
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

特
に
町
の
将
来
を
担
う
、

中
学
生
や
高
校
生
、大
学

生
の
若
い
方
に
仲
間
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
倶
楽
部
代
表　
伊
藤　
敏
也

　
０
９
０
│
１
６
２
９
│
２
７
５
５

今年の夏まつりの
準備の様子
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任
期
は
平
成
２６
年
７
月
２０
日
か
ら
平

成
２９
年
７
月
１９
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
の
役
割
や
仕
事
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法
第
１８０

条
の
５
第
３
項
に
よ
っ
て
市
町
村
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
行
政
機
関

で
す
。
つ
ま
り
、
公
職
選
挙
法
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
農
業
委
員
を
中
心
に
構
成

さ
れ
る
合
議
体
の
行
政
機
関
で
す
。

　
ま
た
、
公
職
選
挙
法
を
準
用
し
た
選

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
方（
７
名
）及
び

農
協
、
農
業
共
済
組
合
、
土
地
改
良
区
、

議
会
推
薦
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
方

（
６
名
）で
構
成
す
る
農
業
委
員
会
は
、

公
的
機
関
に
認
め
ら
れ
た
唯
一
の
農

業
・
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
で
す
。

農
業
委
員
会
の
３
つ
の
基
本
的
な
性
格

①
農
地
行
政
を
担
う
農
業
委
員
会

　
効
率
的
な
農
地
利
用
に
つ
い
て
、
農

　
業
者
を
代
表
し
て
公
正
に
審
査
し
ま

　
す
。

②
地
域
農
業
振
興
の
推
進
組
織

　
農
業
の
担
い
手
育
成
と
農
地
の
有
効

　
利
用
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
と
地
域

　
農
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

③
農
業
者
の
公
的
代
表
組
織

　
農
業
者
・
集
落
ま
た
は
農
業
団
体
の

　
声
を
行
政
・
政
策
に
反
映
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
木
曽
岬
町
農
業
委
員
会　
事
務
局　

　
☎
６
８
│
６
１
０
５

　
老
齢
基
礎
年
金
（
６５
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な

る
ま
で
の
４０
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
４０

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
６０
歳
か
ら

６５
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
期
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
２５
年

以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
７０
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
昭
和
４０
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
。）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍

を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市（
区
）役
所
ま
た
は
町
村
役
場
、
年
金

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
四
日
市
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
３

きそさき
INFOMATION

新
し
い
木
曽
岬
町
農
業

委
員
会
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入

制
度

新 加 路 戸
上 加 路 戸
中 加 路 戸

平 野 邦 広

大新田・外平喜 諸　戸　万紀子

担当地区 委員名（敬称略）

上見入・下見入 水 谷 正 行

東 見 入 加 藤 太 一

西対海地・小林 浅 井 弘 幸

近江島・田代・栄 伊 藤 光 義

中和泉・富田子 伊 藤 義 幸

上和泉・下和泉 山 田 徳 仁

小 和 泉 服 部 正 美

上藤里・松永 花 井 　 稔

脇付・雁ヶ地 伊 藤 房 法

川先・白鷺川・
福 崎 ・ 豊 崎 丹 村 　 巧

下 藤 里 ・
源 緑 ・ 白 鷺 大 橋 光 則

会長 会長代理
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INFOMATION
きそさき

　
「
高
齢
者
の
元
気
レ
シ
ピ
」
高
齢
期

を
元
気
に
過
ご
す
に
は
ど
の
よ
う
な
食

習
慣
が
望
ま
し
い
の
か
？

　
認
知
症
予
防
は
？
・・・
料
理
を
作

っ
て
食
べ
る
こ
と
？

●
日　
　

時

　
９
月
２６
日（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
位
ま
で

●
開
催
場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対　
　

象

　
木
曽
岬
町
の
一
般
成
人
の
方

●
定　
　

員

　
１２
名
（
６
名
以
上
で
実
施
い
た
し
ま

　
す
。）

●
実
施
内
容

　
ミ
ニ
講
話
と
調
理
実
習

●
参
加
費

　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
２
枚
、

　
米
0.5
合

●
申
込
方
法

　
９
月
１８
日（
木
）ま
で
に
役
場　
福
祉

　
健
康
課（
☎
６
８
│
６
１
０
４
）管
理

　
栄
養
士
ま
で
お
電
話
も
し
く
は
窓
口

　
去
る
、
８
月
６
日（
水
）に
木
曽
岬
町

商
工
会
青
年
部
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
収
益
金
を
本

会
青
年
部
長
様
よ
り
町
長
に
、
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

「
備
品
一
式
」
を
目
録
と
し
て
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
商
工
会
青
年
部
様
は
、
毎
年
ご
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
事
業
に
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
紙
面

を
も
ち
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定

　
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※

今
後
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
の
お
知

　

ら
せ

　
１
月
３０
日（
金
）
予
定

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

の
お
知
ら
せ

※

４００
㏄
献
血
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
男
女
と
も
体
重
５０
㎏
以

　

上
の
方
で
、
１８
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の

　

健
康
な
方
、
前
回
の
献
血
か
ら
男
性

　

で
３
ヶ
月
、
女
性
で
４
ヶ
月
以
上
経

　

過
し
た
方
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

　

申
し
上
げ
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

役
場　

福
祉
健
康
課

　

☎
６
８
│
６
１
０
４

献
血
の
お
知
ら
せ

日 程 時 間 場 所 対 象

9月10日㈬

保健センター

湾岸さくら医院
駐 車 場

一般住民

午後1時30分
～2時30分

午後3時00分
～4時30分

北勢地域若者サポートステーション
出張相談in木曽岬

北勢地域若者サポートステーション
出張相談in木曽岬

無料・
要予約

●内　容／就労に対するさまざまな相談をお受けします。
●対　象／15～39歳で無職の方
　　　　　（ご家族・関係者・在学中でも可）
●日　時／毎月第3木曜日　午前10時～正午
●場　所／福祉・教育センター　和室
●問合せ・申込先／北勢地域若者サポートステーション
　　　　　　　　　☎059－359－7280
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INFOMATION
きそさき

地域まちづくり推進事業
についてお知らせします

昨今の社会情勢において、地域コミュニティの希薄化が問題視されるようになり、木曽岬町でも、
人口の減少や少子高齢化などにより、地域内における人と人との関わりが少なくなってきました。
木曽岬町では、町独自のまちづくりの施策として、平成24年度から地域のコミュニティの強化や
活性化を図る目的で、自治会が自主的かつ主体的に行う地域活動に対し補助し、多くの住民が
地域活動に積極的に参加し、地域のコミュニティが活性化され、豊かで楽しい生活がおくれるよ
う「地域まちづくり推進事業」を創設しました。

制度が作られた背景1

各自治会が、ごみ集積場や地区公園の清掃活動＝「地域の美化活動」、防災訓練の参加＝「防災
意識の向上」、子ども神輿や町民体育祭等への参加＝「伝統芸能の保存やイベントへの参加」を
することにより、事務費及び活動項目の基本額と参加された人数等に応じて活動費を補助しま
す。

制度の概要3

事業を始めた当初は、15地区でのスタートとなり、2年目に22地区、3年目となった本年度は、
全地区（36地区）の申請がありました。
どの地区も知恵を凝らしたまちづくりに取り組んでいます。

取り組み状況2
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INFOMATION
きそさき

生活環境向上及び環境保全活動「町内一斉清掃」「公園の清掃管理」
地域で清掃活動を
行うことで、環境美
化に繋がり、人と
人が交流する事で、
コミュニティが活
性化するんだね。

文化・伝統行事及びふれあい活動として
「こども神輿」「地域での交流イベント活動等（町民体育祭など）」

老若男女が力を合
わせて、地域のコミ
ュニティ強化を図
っています。
今後も継続して、
地域の活性化を図
ってね。

防犯及び防災活動として「防災訓練への参加」
今後の災害に備え
て、自助だけでなく、
共助（地域で助け
合いの心）が醸成
され、防災に繋がる
ね。

●問合せ先／総務政策課　☎68-6100
申請書や制度の詳細については、町HPに掲載しています。
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平成27年度幼稚園・保育園入園のご案内

●通園する園は、両園の人数の偏りを防ぐために町で調整させていただく場合もありますので、ご了承ください。
●通園方法は、保護者による送迎を原則といたします。
※詳細については、入園説明会（平成27年2月開催予定）でお知らせします。
　また、ご不明な点がありましたら、幼稚園については教育委員会（☎68-1617）、
　保育園については福祉健康課（☎68-6104）までお問い合わせください。

　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、ご提出ください。なお、申込用紙は、在園児につきましては、各園よりご案内し
ます。その他の方につきましては、教育委員会からご案内させていただきます。

幼稚園の入園申込みについて幼稚園の入園申込みについて幼稚園の入園申込みについて

　平成27年4月に新たに保育園に入園を希望される方は、下記により申込み手続きをお願いします。また、育児休業終
了などにより年度途中での入園を希望される方についても、同様に予約受付をさせていただきます。
　なお、在園児につきましては各園よりご案内します。

保育園の入園申込みについて保育園の入園申込みについて保育園の入園申込みについて

対 象 者 ●３歳児……平成23年4月2日生まれ～平成24年4月1日生まれの幼児
●４歳児……平成22年4月2日生まれ～平成23年4月1日生まれの幼児
●５歳児……平成21年4月2日生まれ～平成22年4月1日生まれの幼児

申込方法【新規に入園申込みされる方】
10月8日（水）午前9時～ 11時に、お子さん同伴
で保健センター（役場隣）にお越しいただき、手続
きをお願いします。（簡単な面接を行います。）
なお、当日お越しいただけない方は、10月10日
（金）までに教育委員会で手続きいただき、後日、
園にて面接を受けてください。
【在　園　児】
各園へ書類をご提出ください。ご提出いただく期
間は、10月1日（水）～ 10月10日（金）とします。

保育時間 午前9時～午後2時　　
※幼稚園児は原則として早朝・延長保育は行いま
　せん。（急な場合はご相談ください。）

保 育 料 幼児の年齢および保護者の所得に応じて決定しま
す。（別途クラス費などが必要となります）

保育時間 南部保育園…通常　午前8時30分～午後4時30分
　　　　　　早朝　午前7時30分～午前8時30分
　　　　　　延長　午後4時30分～午後6時
中部保育園…通常　午前8時30分～午後4時30分
　　　　　　早朝　午前7時30分～午前8時30分
　　　　　　延長　午後4時30分～午後7時
※一年を通じ午後7時までの延長保育を希望され
　る方は、中部保育園への入園となります。
※南部に入園された方で土曜保育を希望する場合、
　土曜保育のみ中部保育園となります。

保 育 料
（月額）

年少・年中　6,000円
年長　　　　3,000円
（給食費2,700円、その他別途クラス費などが必
要となります。）

提出書類 ①申込書　　②家庭票

対 象 者 平成21年4月2日～平成26年4月1日生まれの幼児
※年度途中に育児休業終了などにより満1歳から
　の入園を希望される方は予約申込みをしてくだ
　さい。

申込方法【新規に入園申込みされる方】
10月8日（水）午前9時～ 11時に、お子さん同伴
で保健センター（役場隣）にお越しいただき、手続
きをお願いします。（簡単な面接を行います。）
なお、当日お越しいただけない方は、10月10日
（金）までに福祉健康課で手続きいただき、後日、
園にて面接を受けてください。
【在　園　児】
各園へ書類をご提出ください。ご提出いただく期
間は、10月1日（水）～ 10月10日（金）とします。

提出書類

そ の 他

①申込書　②家庭票　③就業などに関する証明書
上記書類①～③は9月26日（金）までに、福祉健
康課まで取りに来てください。
（③は、事業所などでの証明が必要ですので、早め
にご準備をお願いします。）
なお、在園児につきましては、通園先で必要書類
をご用意しますのでお受取りください。

入所基準 保護者が次の要件に該当する場合、保育園へ入園
することができます。
①家庭外労働　②家庭内労働　③母親の出産等
（産前8週、産後8週）　④病気療養中　⑤病人の
看護など　⑥家庭の災害など
申込多数の場合には要件を精査し入園を決定しま
す。

（月～土曜日）
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●
今
年
の
テ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
無
料

●
日　
　

時

　
１０
月
１８
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
４
時

●
場　
　

所

　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ　
１
Ｆ

　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
演
会（
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
）

　
開
会
挨
拶

　
　
近
藤
整
形
外
科　
　
近
藤　
尚
嗣

　
座　
　
長

　
　
月
井
整
形
外
科　
　
月
井　
弘
幸

１
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

　
　

腰
椎
』

　
　
　
桑
名
東
医
療
セ
ン
タ
ー　
整
形

　
　
　
外
科　
　
　
　
　
真
弓　
徳
大

２
『
首
か
ら
手
の
痛
み
と
し
び
れ
』

　
　
　
い
な
べ
総
合
病
院　
整
形
外
科

　
　
　
　
　
副
院
長　
　
相
田　
直
隆

３
『
ロ
コ
モ
に
な
ら
な
い
！

　
　

〜
自
宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
〜
』

　
　
　
桑
名
西
医
療
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
作
業
療
法
士　
小
牧　
亮
介

●
健
康
相
談（
午
後
３
時
３０
分
〜
４
時
）

　
健
康
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
当
日
受

　
付
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
近
藤
整
形
外
科

　
☎
０
５
９
４
│
２
３
│
１
８
１
８

•
共　
　

催

　
三
重
県
整
形
外
科
医
会

　
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社

•
後　
　

援

　
日
本
整
形
外
科
学
会　
三
重
県
医
師

　
会　
桑
名
医
師
会　
い
な
べ
医
師
会

　
三
重
県
看
護
協
会　
三
重
県
健
康
福

　
祉
部　
桑
名
市　
い
な
べ
市　
東
員

　
町　
木
曽
岬
町

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

市
民
公
開
講
座

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

上・下
肢
の
痛
み
と
痺
れ

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る

歯
科
健
康
診
査
実
施
に
つ
い
て

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
を
対

象
に
就
職
セ
ミ
ナ
ー
と
就
職
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
９
月
２３
日
（
火
・
祝
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

　
　
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
「
面
接
は
事
前
準
備
で
決
ま
る
！
」

　
　
講
師　
㈱
ア
イ
デ
ム　
人
と
仕
事
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
山
哲
朗
氏

　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

　
　
「
福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア
」

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

　
　
「
障
害
者
小
規
模
施
設
手
作
り
作
品
展
」

　
　
「
福
祉
機
器
展
」

●
会
　
　
場

　
四
日
市
市
文
化
会
館　
展
示
棟

　
　
（
四
日
市
市
安
島
２
│
５
│
３
）

●
対
　
　
象

　
福
祉
・
介
護
の
職
場
に
就
職
希
望
、
ま
た

　
は
関
心
の
あ
る
一
般・学
生（
高
校
生
以
上
）

※
セ
ミ
ナ
ー
の
み
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
託
児
室
あ
り（
予
約
制
）。

●
申
込
・
問
合
せ
先

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会　
三
重
県
福
祉

　
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
後
期
高
齢
者
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
　
対
象
の
方
へ
は
９
月
末
に
受
診
券
等
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
受
診
券
が
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
歯
科
医
療
機
関
へ
あ
ら
か
じ
め

予
約
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対  

象  

者　

　
県
内
で
住
所
を
有
す
る
者
で
、
受
診
日
に

　
お
い
て
被
保
険
者
で
あ
る
者
の
う
ち
、
平

　
成
２６
年
３
月
３１
日
時
点
で
７５
歳
及
び
８０
歳

　
の
方
。

●
実
施
機
関　

　
三
重
県
内
の
歯
科
医
療
機
関

　

※

一
部
実
施
し
な
い
歯
科
医
療
機
関
が
あ

　
　
り
ま
す
の
で
、
確
認
の
う
え
受
診
願
い

　
　
ま
す
。

●
受
診
方
法　

　
広
域
連
合
が
お
送
り
す
る
受
診
券
、
健
診

　
票
、
質
問
票
と
被
保
険
者
証
を
実
施
機
関

　
に
持
参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内
　
　
容　

　
問
診
、
口
腔
内
健
診

●
実
施
期
間

　
平
成
２６
年
１０
月
１
日（
水
）

　
〜
平
成
２６
年
１１
月
３０
日（
日
）

●
健  

診  

料　

　
無　
　
料

　
（
健
診
項
目
以
外
の
治
療
な
ど
を
行
っ
た

　
場
合
は
別
途
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

●
健
診
結
果　

　
健
診
後
は
結
果
の
説
明
を
よ
く
聞
き
、
治

　
療
等
が
必
要
な
場
合
は
、
早
め
に
対
処
し

　
ま
し
ょ
う
。

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア
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高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐
待
な
ど
の

事
件
は
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
お
り
、

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
が
平
成
２５
年
中
に

救
済
手
続
き
を
開
始
し
た
人
権
侵
犯
事
件
数

は
、
前
年
に
比
べ
2.2
％
減
少
し
た
も
の
の
２

２
，
４
３
７
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
暴
行
・
虐
待
事

案
で
４
，
４
５
２
件
に
の
ぼ
り
、
暴
行
・
虐

待
事
案
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
に
弱
い

立
場
に
あ
る
と
さ
れ
る
女
性
、児
童
、高
齢
者
、

障
害
者
を
被
害
者
と
す
る
割
合
は
、
そ
の
85.9

％
に
あ
た
る
３
，
８
２
４
件
を
占
め
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
法
務
省
で
は
高
齢

者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
種
々
の
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
期
間
を
「
全
国
一
斉
高
齢

者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週

間
」
と
し
て
、
電
話
に
よ
る
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
の
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
期
　
　
間

　
９
月
８
日（
月
）〜
９
月
１４
日（
日
）

●
時
　
　
間

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
ま
で

　
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
１０
時

　
〜
午
後
５
時
ま
で

●
相
談
電
話

　
☎
０
５
７
０
│
０
０
３
│
１
１
０

　
（
全
国
統
一
番
号
）

●
問
合
せ
先

　
津
市
丸
之
内
２６
番
８
号

　
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
４
１
９
３

　
平
成
２６
年
度（
後
期
）危
険
物
取
扱
者
試
験

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
種
　
　
類

　
甲
種
・
乙
種（
１
〜
６
類
）・
丙
種

●
試  

験  

日

　
１１
月
１５
日（
土
）、
１１
月
１６
日（
日
）、

　
１１
月
２２
日（
土
）

●
試
験
会
場

　
１
．
桑
名
市

　
　
　
大
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　
２
．
四
日
市
市

　
　
　
（
社
）北
勢
自
動
車
協
会

　
３
．
鈴
鹿
市

　
　
　
鈴
鹿
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
４
．
津　
市

　
　
　
高
田
短
期
大
学
、
サ
ン
・
ワ
ー
ク
津

　
５
．
松
阪
市

　
　
　
松
阪
市
嬉
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
６
．
伊
勢
市

　
　
　
皇
学
館
大
学

　
７
．
伊
賀
市

　
　
　
伊
賀
市
勤
労
者
福
祉
会
館

　
８
．
名
張
市

　
　
　
名
張
市
武
道
交
流
館
い
き
い
き

　
９
．
尾
鷲
市

　
　
　
尾
鷲
高
等
学
校

　
１０
．
熊
野
市

　
　
　
熊
野
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

※

試
験
の
種
類
は
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　
の
で
願
書
の
添
付
書
類
で
ご
確
認
く
だ
さ

　
い
。

●
願
書
受
付

　
９
月
１８
日（
木
）〜
９
月
２９
日（
月
）

※

た
だ
し
、
電
子
申
請
の
場
合
は
、
９
月
１５

　
日（
月
）
午
前
９
時
か
ら
９
月
２６
日（
金
）

　
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
み
先

　
桑
名
市
消
防
本
部
・
消
防
署
ま
た
は
各
分

　
署
で
願
書
を
受
け
取
り
、
消
防
試
験
研
究

　
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
（
☎
０
５
９
│
２

　
２
６
│
８
９
３
０
）
ま
で
郵
送
で
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

　
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
平
成
２６
年
度（
後
期
）予
備
講
習
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
１０
月
１５
日（
水
）　

　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
５０
分
ま
で

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
中
央
町
三
丁
目
７９
番
地

　
　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
１
階
多
目
的

　
　
ホ
ー
ル

●
定
　
　
員　
１
０
０
名

●
申
込
方
法

　
９
月
８
日（
月
）か
ら
消
防
本
部
予
防
課
危

　
険
物
係
ま
た
は
員
弁
南
分
署
で
申
込
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。（※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
ま
す
。）

●
受  

講  

料

　
桑
名
危
険
物
安
全
協
会
員　
無
料

　
桑
名
防
火
協
会
員　
　
　
５
０
０
円

　
一
般　
　
　
　
　
　
　
　
１
，
０
０
０
円

●
問
合
せ
先

　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
０

●
実
施
日
時

　
１０
月
１６
日（
木
）、
１７
日（
金
）の
２
日
間 

　
両
日
と
も
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時

　
ま
で

●
実
施
場
所

　
桑
名
市
中
央
町
三
丁
目
７９
番
地

　
　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ
１
階
多
目
的

　
　
ホ
ー
ル

●
申
込
受
付

　
桑
名
市
消
防
本
部
又
は
最
寄
り
の
消
防
署

　
（
分
署
）
で
所
定
の
「
申
込
書
」
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
申
し
込
み
。
ま
た
、
桑
名

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
付
も
可
能
。

●
受
付
期
間

　
９
月
１６
日（
火
）か
ら
９
月
３０
日（
火
）ま
で

●
定
　
　
員

　
１
０
０
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
受  

講  

料

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
と

　
し
て
４
，
０
０
０
円
必
要
で
す
。

　
（
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

●
問
合
せ
先

　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
ＦＡＸ
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

桑
名
市
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

★
予
備
講
習
会（
乙
種
第
４
類
）

★
平
成
２６
年
度
後
期

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

★
危
険
物
取
扱
者
試
験

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ
！
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建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛　
　

金

　
日
額
３１０
円

★
特　
　

長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

　
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

　
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

　
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て

　
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

　
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

　
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

★
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願

　

い
•
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応

　
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

•「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し

　
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す

　
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

　
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建

退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
！！

※

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支
部

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
４
１
１
６

　
裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及
び
弁
護
士

会
で
は
、
１０
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
を
「
法

の
日
週
間
」
と
し
、
法
の
役
割
と
そ
の
重
要

性
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
各
地
で
各
種
の
行
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
津
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
津
地
方
法
務
局

及
び
三
重
弁
護
士
会
で
は
左
記
の
と
お
り
の

行
事
を
実
施
し
ま
す
。記

●
無
料
法
律
相
談
所（
四
日
市
）の
開
設

　
【
裁
判
所
・
弁
護
士
会
】

　

日　
　

時

　
１０
月
１
日（
水
）

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
ま
で

「
な
っ
と
く
！
法
務
局
」市
民

講
座
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　
（
１
人
２０
分
程
度
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

　
す
。）

　

場　
　

所

　
四
日
市
市
総
合
会
館
８
階
第
２
会
議
室

　
（
四
日
市
市
諏
訪
町
２
│
２
）

　

受　
　

付

　
開
催
場
所
に
お
い
て
、
午
前
１０
時
〜
午
後

　
３
時
ま
で
（
但
し
、
先
着
３６
人
で
締
め
切

　
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）。

　

問
合
せ
先

　
津
地
方
裁
判
所
四
日
市
支
部
庶
務
係

　
☎
０
５
９
│
３
５
２
│
７
１
５
１

　
そ
の
他
、
裁
判
所
と
検
察
庁
で
は
法
廷
や

庁
舎
の
見
学
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
津
家
庭
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
５
９
│
２
２
６
│
４
１
７
１（
直
通
）

　
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

　
☎
０
５
９
│
２
２
８
│
４
１
６
５（
直
通
）

　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局
で
は
、
法
務
局

の
業
務
内
容
に
つ
い
て
広
く
地
域
の
皆
さ
ま

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も
、
左

記
の
と
お
り
市
民
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

記

●
開
催
日
時
・
開
催
場
所
・
講
座
内
容

　
《
第
１
回
》

　
　
１０
月
２４
日（
金
）

　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
ま
で

　
　
い
な
べ
市
大
安
公
民
館
２
階
大
会
議
室

　
　
（
い
な
べ
市
大
安
町
大
井
田
２７０４
番
地
）

　
　
「
相
続
と
遺
言
」

　
《
第
２
回
》

　
　
１１
月
５
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
ま
で

　
　
桑
名
市
城
南
公
民
館
２
階
大
研
修
室

　
　
（
桑
名
市
大
字
和
泉
６６７
番
地
）

　
　
「
相
続
と
遺
言
」

　
《
第
３
回
》

　
　
１１
月
２８
日（
金
）

　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
ま
で

　
　
東
員
町
中
央
公
民
館
２
階
第
１
講
習
室

　
　
（
員
弁
郡
東
員
町
大
字
山
田
１７００
番
地
）

　
　
「
成
年
後
見
制
度
」

●
定　
　

員

　
各
回
と
も
３５
名

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
に
な
り
ま

　
す
。

●
受  

講  

料

　
無　
　
料

●
申
込
み
先

　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局

　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
３
６
１

　
担
当　
山
本
・
松
尾
・
清
水

●
申
込
期
限

　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

法
の
日
週
間

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
、
各
種
手

続
の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

建退共 検索
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【
採
用
種
目
】

防
衛
大
学
校
学
生
推
薦
及
び
総
合
選
抜

●
受
付
期
間

　
９
月
５
日（
金
）〜
９
月
９
日（
火
）

●
受
験
資
格

⑴
推　
　
薦

　
高
卒（
見
込
を
含
む
。）
２１
歳
未
満
、
成
績

　
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著
な
実
績

　
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
者

⑵
総
合
選
抜

　
高
卒（
見
込
を
含
む
。）
２１
歳
未
満
の
者　

●
採
用
試
験
日

⑴
推　
　
薦

　
９
月
２７
日（
土
）及
び
２８
日（
日
）

⑵
総
合
選
抜
１
次

　
９
月
２７
日（
土
）

●
試
験
会
場

　
防
衛
大
学
校
（
神
奈
川
県
）

【
採
用
種
目
】

防
衛
大
学
校
学
生
一
般
（
前
期
及
び
後
期
）

●
受
付
期
間

⑴
一
般（
前
期
）

　
９
月
５
日（
金
）〜
９
月
３０
日（
火
）

⑵
一
般（
後
期
）

　
平
成
２７
年
１
月
２１
日（
水
）〜
１
月
３０
日（
金
）

●
受
験
資
格
（
前
期
・
後
期
共
通
）

　
高
卒（
見
込
を
含
む
。）
２１
歳
未
満

●
採
用
試
験
日

⑴
一
般（
前
期
）
１
次

　
１１
月
８
日（
土
）及
び
１１
月
９
日（
日
）

⑵
一
般（
後
期
）
１
次

　
平
成
２７
年
２
月
２８
日（
土
）

●
試
験
会
場

⑴
一
般（
前
期
）

　
津
市（
予
定
）（
三
重
県
）

⑵
一
般（
後
期
）

　
防
衛
大
学
校
（
神
奈
川
県
）

【
採
用
種
目
】

防
衛
医
科
大
学
校

●
受
付
期
間

　
９
月
５
日（
金
）〜
９
月
３０
日（
火
）

●
受
験
資
格

　
高
卒（
見
込
を
含
む
。）
２１
歳
未
満

●
採
用
試
験
日

⑴
医
科
学
生　
１
次

　
１１
月
１
日（
土
）及
び
２
日（
日
）

⑵
看
護
科
学
生（
自
衛
官
コ
ー
ス
）
１
次

　
１０
月
１８
日（
土
）

●
試
験
会
場

　
津
市
（
予
定
）（
三
重
県
）

●
問
合
せ
先

　
〒
５１０
│
００７４　
三
重
県
四
日
市
市
鵜
の
森

　
　
　
　
　
　
１
│
１４
│
１１（
阿
部
ビ
ル
２
Ｆ
）

　
自
衛
隊
四
日
市
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
９
│
３
５
１
│
１
７
２
３

　
　
受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
自
衛
官
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
１
２
０
│
０
６
３
│
７
９
２

　
　
受
付
時
間　
正
午
〜
午
後
８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
年
中
無
休
）

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
５５
年
の
節
目
を
迎
え
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
大
規
模
水
害
時

の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
、
木
曽
川
下
流
部
の
５
市
町
の
首
長
が

集
ま
り
、
大
規
模
水
害
に
対
す
る
広
域
対
応

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
「
木
曽
三
川

下
流
部　
防
災
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
と　
　

き

　
９
月
２３
日（
火
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

　
（
開
場
１２
時
３０
分
）

●
と  

こ  

ろ

　
桑
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　
（
桑
名
市
中
央
町
３
丁
目
２０
）

●
内　
　

容

　

第
１
部　

基
調
講
演

　
「
大
規
模
水
害
に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目

　
指
し
て　
〜
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
に

　
基
づ
き
考
え
る
行
政
、
そ
し
て
住
民
が
行

　
う
べ
き
こ
と
〜
」

　
講　
師　
片
田
敏
孝

　
　
　
　
　
（
群
馬
大
学
広
域
首
都
圏
防
災

　
　
　
　
　
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）

　

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
広
域
大
規
模
災
害
に
向
け
て
、
今
、
備

　
え
る
べ
き
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
伊
藤
徳
宇（
桑
名
市
長
）・
加
藤
隆（
木

　
　
曽
岬
町
長
）・
松
永
清
彦（
海
津
市
長
）・

　
　
服
部
彰
文（
弥
富
市
長
）・日
永
貴
章（
愛

　
　
西
市
長
）・
未
定（
中
部
地
方
整
備
局
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
澁
谷
慎
一（
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
長
）

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
片
田
敏
孝（
前
述
）

●
定　
　

員　
１
３
８
８
人

●
入  

場  

料　
無　
　
料

●
問
合
せ
先

　
国
土
交
通
省
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所

　
調
査
課　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
５

●
日　
　

時

　
９
月
２８
日（
日
）

　
午
前
１１
時
〜
午
後
２
時
３０
分
予
定

●
場　
　

所

　
弥
富
市
栄
南
町
７
│
２

　
愛
厚
弥
富
の
里
駐
車
場
（
小
雨
決
行
）

　
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
『
ふ
れ
あ
い
秋
ま

つ
り
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
皆

さ
ま
に
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
を
多
数
予
定
し
て
い

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
は
『
木
曽
岬
櫻
華

太
鼓
』『
ヤ
ト
ミ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』

『
は
つ
ら
つ
会　
金
ち
ゃ
ん
体
操
』。
そ
の
他

に
自
主
製
品
の
販
売
や
バ
ザ
ー
、
お
子
様
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
。
ま
た
、
利
用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
も
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
愛
厚
弥
富
の
里　
☎
６
８
│
４
３
２
２

防
衛
大
学
校

採
用
種
目
別
試
験
日
程
等

木
曽
三
川
下
流
部
　
防
災
サ

ミ
ッ
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

愛
厚
弥
富
の
里
（
障
害
者
支

援
施
設
）
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ

り
の
お
知
ら
せ
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育委員会
だより

教育委員会
だより

教
問合せ先

教育委員会　☎68-1617

木曽岬町
学力向上の取組について
　9月号では木曽岬町学校教育基本方針（平成25～27年度）における
「き・そ・さ・き」の（き）の2つ目『保護者や地域と協働した、児童生徒の
健全育成』について紹介します。

　子どもたちにとって、長かった夏休みが終わり、いよいよ1日から学校生活がスタートします。夏休み中も
たくさんの保護者や地域の方々のご協力のもと、子どもたちは健やかに成長することができました。秋はたく
さんの行事があり、子どもたちが町民の皆さんと触れ合う機会もたくさんあります。今後ともご支援・ご協力
をよろしくお願いします。
　木曽岬町教育委員会・木曽岬町役場福祉健康課では、「子育て 8つの指針」として、下記の8項目を
子育てに関する大切なこととしています。詳しくは木曽岬町のHP　教育委員会の方針のページでご覧に
なれます。

木曽岬町
学校教育
基本方針

（き）保護者や地域と協働（きょうどう）した、
　　児童生徒の健全育成

●子育て　8つの指針の啓発

この他にも誌面スペースの関係で載せていませんが、たくさんの皆さんにご協力いただいております。

①安心感・信頼感　②聞くこと　③あいさつ・礼儀　④我慢する力
⑤後かたづけ・お手伝い・家事分担　⑥生活リズム　⑦読書　⑧家庭学習

幼稚園・保育園

中 学 校

小 学 校
　　　　　　園だよりで月間目標を紹介
　　　　　　朝読書の実施、読み聞かせ（低学年）、
　　　　　　秋の読書週間（※1）
　　　　　　PTA総会や通信などで取組を案内
　　　　　　PTA総会や通信などで取組を案内

8つの全項目
読 書

家 庭 学 習
家 庭 学 習

●関係団体等との連携
幼稚園・保育園

中 学 校

小 学 校

木曽岬音頭・小唄保存会の指導による伝統文化の継承
民生委員による一日保育士
老人クラブとの交流(※2)［夕涼み会・芋掘り・餅つき等］
人権擁護員による人権教室の開催
下校の見守り（シルバー、トマッピーパトロール）
トマトープ（ビオトープ:生き物生息空間）の整備
木曽岬音頭・小唄保存会による伝統文化の継承（２年）
老人クラブとの交流（１年）
PTAとの夏休み中の夜間の見回り
青少年育成町民会議との「あおいそら運動」の実施
人権擁護員による人権の授業（※3）

（※１）小学校
読書の取組より

（※2）幼稚園
老人クラブとの交流

（※3）中学校
人権擁護員による人権の授業

木曽岬町立幼稚園・小学校・中学校では、子育て　8つの指針について保護者の方
に伝えたり、各園・校での取組をすすめたりしています。その一部を紹介します。
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野外体験活動！！
長野県

木祖村

　　　　　　朝6時に起床。友だちと過ごした楽しい一夜が明
　　　　　けて、寝不足の子も見られましたが、眠い目をこすり
　　　　　つつ、ラジオ体操で、朝の澄んだ空気を思いっきり
吸い、体を目覚めさせ、こだまの森の食堂で、おいしい朝食をい
ただきました。
　その後、味噌川ダム（奥木曽湖）に移動して、クラス毎にカヌー
体験を行いました。
　カヌー体験では、最初は心配そうな子もいましたが、パドルの
扱い方を丁寧に教えていただき、何とか、自分の力でカヌーを操
ることができるようになって、カヌーの楽しさを満喫していました。
　次に、こだまの森でのマスづかみ体験では、冷たい水に足を
つけ震えながらも、マスを追いかけ次 に々つかまえていました。
　つかまえたマスは塩焼きにしていただき、味わいました。ちょう
どよい塩加減に笑みがこぼれていました。
　
　こうして、自然あふれる木祖村での野外体験活動を十分に楽
しむことができた2日間は、豊かな人間性の育成を図るうえで、
それぞれの小学生時代の貴重な体験となることと期待していま
す。
　帰りのバスの車窓からこだまの森でお世話になった方々に手を
振って感謝し、木祖村を後にしました。

2日目 野外体験活動スケジュール野外体験活動スケジュール
2日目

ラジオ体操、ケビン清掃、朝食

⑤カヌー体験
⑥マスづかみ
※⑤⑥はクラスごとに交代で体験
⑦味噌川ダム防災資料館見学

～昼食後、木祖村を出発～

野外体験活動の翌日、各クラスで活動を振り返りました。その感想の一部を紹介します。

•トレッキングの時には、セミのだっぴの瞬間を見ました。
　私も初めて見たので、家に帰ってすぐにお母さんに自ま
　んしました。
•トレッキングは山に登るまでが結構疲れたけど、その分、
　頂上からの景色は一面が山で、とてもきれいでした。
　木曽岬町よりも木祖村の山の方が涼しかったです。
•トレッキングの時に木のこととかを話してもらい、木の
　ことがよくわかりました。私が一番印象に残った木は
　サワラです。サワラは日本で一番大きい木だそうです。
　その他にもダムのことなどを教えてもらいました。とて
　もいい体験をしたと思います。
•トレッキングで倒れた木があったり、木と木がまきついて
　いたりしていて、それぞれが自然なんだと思いました。
　野外体験活動は楽しいだけではなく勉強になることも
　いっぱいありました。

•トレッキングは山の中で人工林と自然林の違いを見つけ
　た事と、木曽川の源流を見たのがおもしろかったです。
•夕食のバーベキューでは、私はかまど係でしたが、うまく
　火をつけることができました。みんなで食べたおにぎり
　などは、とてもおいしかったです。
•カヌーは進み方やまがり方を教えてもらって乗りました。
　はじめは、むずかしくて人とぶつかっていたけど、だん
　だんなれてきたら、とっても楽しかったので、また乗りた
　くなりました。
•マスづかみでは、ぼくはマスを６～７匹くらいとりました。
　焼いて食べたときは、自分でとったかいがあったと思い
　ました。本当においしかったです。
•私は家に帰って、お父さんとお母さんに木祖村のことを
　話したら、「楽しくてよかったね」と言われました。私は、
　今度は家族で行きたいと思いました。

味噌川ダムでのカヌー体験の様子

おく き そ こ
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木曽川源流での
　平成25年度より、木曽川の最下流である本町と、その源流域である木祖村との交流がはじまり
ました。その事業の一環として、7月16日（水）・17日（木）の2日間、小学5年生が野外体験活動と
して木祖村を訪ねました。この活動を通じて、子どもたちが豊かな人間性を育み、木曽岬町のよさを
見つめ直し、郷土への愛着心を育てることをねらいとしています。（この活動には、『みえ 森と緑の
県民税※』を活用させていただきました。）

～『みえ　森と緑の県民税』事業～
　森林は土砂災害の防止、水源のかん養など生活に欠
かすことのできない大切な働きをもっていることか
ら、「災害に強い森林づくり」と「県民全体で森林を支え
る社会づくり」をすすめるために三重県が平成26年4
月より導入した事業です。

　出発前は、台風の影響により実施が危ぶまれましたが、豊かな
森林、清らかな川、自然に触れる体験を、子どもたちはとても楽
しみにしていましたので、当初予定していた往きの電車をバスに
変更して実施しました。

　　　　　　朝、全員集合！　バスで学校を出発して4時間。
　　　　　目的地が近づくにつれて、子どもたちは、美しい山並
　　　　　みや川、その美しさに感動の声をあげていました。
　昼食は「ふるさと体験館きそふくしま」でいただきました。
　この施設は、かつて黒川小学校として使われていた校舎でし
た。子どもたちは、五平餅をいただきました。エゴマの入ったみそ
だれの甘さがとてもおいしかったです。
　昼食後、1時間で木祖村に到着しました。
　まずは、水木沢天然林のトレッキングを行いました。
　現地NPOガイド（4名）の案内にしたがい、子どもたちは1人
1本、散策用の杖を持ち、変化に富む山道を歩きました。人工林
と自生して育った天然林との違いを間近で見たり、雷にうたれ2
つに裂けても力強く育つ木の姿を見たりしながら、しばらくの間、
森林浴をしながら山道を歩きました。高い山々が遠く連なり、眼
下には青 と々した森林が続き、展望台からの眺望は、開放感いっ
ぱいでとてもすがすがしい気持ちになりました。
　トレッキングを終えて、次は、宿泊場所の「こだまの森」に到着
しました。ここでは、まず、入所式を行い、施設の方々にごあいさ
つをしました。
　そして、夕食です。飯盒炊さんでご飯を炊くことは初めてでし
たが、どの班も、協力し合い、上手に炊くことができました。盛り
だくさんの野菜や肉のバーベキューとともに、お腹いっぱい、お
いしくいただきました。
　食事の後は、いよいよ、お楽しみのキャンプファイヤー、きもだ
めしです。少し雨も降りましたが、仲間とゲームなどで楽しい時間
を過ごし、その後、子どもたちは、8棟のケビンに分かれて、それ
ぞれ思い思いの夜を過ごしました。

1日目 野外体験活動スケジュール野外体験活動スケジュール
1日目

（午前）　～木曽岬町を出発～
　　　　①昼食（五平餅など）
　　　　　「ふるさと体験館きそふくしま」にて
　　　　～木祖村へ移動～
（午後）　②水木沢天然林のトレッキング
　　　　～こだまの森へ移動～
　　　　③飯盒炊さん
　　　　④キャンプファイヤー、きもだめし
　　　　（ケビンにて就寝）

キャンプファイヤーの様子

水木沢天然林のトレッキングの様子
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木曽川木曽岬源緑高潮堤防補強工事の見学

　7月18日（金）に南部幼稚園・保育園の
園児たちは、マイクロバスで木曽川木曽岬
源緑高潮堤防補強工事を見学に行きまし
た。
　工事現場に着くと、30メートルもある
大きな機械に子どもたちも驚いていまし
た。現場の方が、「堤防を強くする工事を
して、みんなが安心して暮らせるようにし
ているのだよ。」と子どもたちにパネルを
使って説明してくれました。ミニショベル
カーやミニロードローラーにも乗せていた
だき、楽しい工事現場見学となりました。

　7月12日（土）役場2階会議室において、木曽岬町ス
ポーツ少年団本部主催による“平成26年度指導者講
習会兼活動サポート講習会”を開催しました。
　今年度は、スポーツ少年団指導者・保護者・団員を
はじめ、町内のスポーツ関係者など41名の方の参加
のもと、管理栄養士であり県内では2名しかいない公
認栄養士である櫻井智美先生をお招きし、「ジュニア
のためのスポーツ栄養学」をテーマに講演していただ
きました。
　日頃なかなか接することのない専門的な栄養学につ
いて勉強するよい機会となりました。

木曽岬町スポーツ少年団主催
“平成26年度指導者講習会兼活動サポート講習会”を開催！

心
が
　
　  

と
す
る
一
言 

（
心
に
残
る
一
言
）

ホ
ッ
ホ
ッ

（
浜
　

文
子
作
　

赤
ち
ゃ
ん
　
の一節
か
ら
）

　平成26年4月18日、我が家に小さな天使が誕生しました。それ
から数か月間、その子を毎日お風呂に入れるのがわたしの日課とな
りました。
　昨日より少し大きくなった、少し重くなった、昨日よりいろんな表
情をするようになった。それだけで毎日笑顔になれます。それだけで
幸せになれます。
　これからいろんなことができるようになって、友だちができて、楽
しいこと、悲しいことをたくさん経験しながら立派に成長していける
ように、毎日笑顔で過ごせるように、たくさんの幸せをくれる小さな
天使を温かく見守っていきたいと思います。

次回は伊藤さんにお願いをする予定です。

服部　彰宏

そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
い
い

そ
の
ま
ま
の
あ
な
た
が
好
き

赤
ち
ゃ
ん
は　

そ
う
言
い
た
く
て

あ
な
た
に
両
手
を
伸
ば
し
て
く
る
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●日　　時／９月13日（土）
　　　　　　９時50分から11時20分まで
　　　　　　（受付　9時20分～）
●場　　所／木曽岬町立木曽岬中学校　体育館
●参加対象／木曽岬中学校生徒、保護者、町内にお
　　　　　　住まいの方、町内にお勤めの方など
●講　　演／演題：楽しい家庭のらくらく勉強法で
　　　　　　　　　学力アップ　　
　　　　　　講師：教育評論家　親野智可等

教育講演会のお知らせ

　7月27日（日）シバタボウルを会場に“第21回町内
ボウリング大会”が開催されました。
　今年は一般部門35名、ジュニア部門14名の計49
名の参加のもと行われ、小さなお子さんからシニアの
方まで参加できる大会とあって、和気あいあいとした
雰囲気で、歓声や笑い声が絶えないひと時となりまし
た。
　なお、各部門の結果については以下のとおりです。
（敬称略）

体育協会主催
“第21回町内ボウリング大会”が開催されました！！
体育協会主催
“第21回町内ボウリング大会”が開催されました！！

【
一
般
の
部
】

　

優　

勝
：
服
部　

晃
一

　

準
優
勝
：
伊
藤　

祝
子

　

第
３
位
：
甲
地　

誠
臣

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

　

優　

勝
：
甲
地　

悠
人

　

準
優
勝
：
林　

宗
一
郎

　

第
３
位
：
伊
藤　

歩
夢

　9月13日（土）に木曽岬中学校にて教育講演会が開催されます。講師は新聞、雑誌、
テレビ、ラジオなど各メディアで絶賛され、著書も多く執筆されている親野智可等
さんです。どなたでも当日受付で聞くことができますので、ぜひご来場ください。

おや の ち か ら

■親野智可等プロフィール
教育現場の最前線に立つ中で、親が子どもに与える影
響力の大きさを痛感。教師としての経験・知識・理解・技
術を少しでも子育てに役立ててもらいたいと、無料メ
ールマガジンの発行を開始。具体的ですぐできるアイ
デアが多いとたちまち評判を呼び、子育て中の親たち
の圧倒的な支持を得る。

主な著作
『親ががんばらないほうが子どもは伸びる!』
 （WAVE出版）
『小学生の学力は「ノート」で伸びる!』 （すばる舎）
『子育てが楽になる！親力4コマアドバイス』
 （主婦の友社）
『今すぐ!ほめ上手な親になれる本』 （中公新書ラクレ）
『親野智可等の学力が伸びる「作文力」教室』
 （別冊宝島）

おや の ち か ら

［優　勝］［第３位］ ［準優勝］ ［優　勝］［第３位］ ［準優勝］
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育委員会だより教育委員会だより教

　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町産や三重県産
の食材を使って「地物一番の日」として給食を提供し
ています。（変更になる場合があります）

●9月12日（金）　きゅうり（いろどりサラダ）
●9月18日（木）　なす（なすとトマトのスパゲティ）

木曽岬町の地物をいかした
給食の献立について

●ところ／木曽岬町福祉・教育センターロビー
●と　き／ 9月5日（金）～ 10月1日（水）

　和歌、短歌、俳句、童謡、詩などを
展示しておりますので、ぜひご覧
ください。

ペン習字サークル

作品展示会

“第51回町民体育祭”開催のお知らせ
　町の一大スポーツイベント“町民体育祭”を今
年も次の日程で開催いたします。
　今年も少しでも多くの町民のみなさんが参加で
きるような大会を目指します！
　地区対抗種目のほかに一般参加種目もたくさん
実施する予定ですので、積極的に参加していただ
き、みんなで楽しい体育祭にしましょう！！
　なお、地区対抗種目は各地区の区長さんを通じ
て募集させていただきます。
　詳細は来月号の広報誌でお知らせします。

●日　　時／ 10月19日（日）
　　　　　　午前8時30分開会式
　　　　　　※雨天の場合は10月26日（日）
　　　　　　※入場行進参加者は午前8時集合
●場　　所／木曽岬小学校グラウンド

成人式のご案内
　二十歳を迎え新しく大人の仲間入りされる皆さま方をお祝いするため、次の要領で平成27年の成人式を
開催しますので、ご出席いただきますようご案内します。
　なお、当日は式典に引き続き出席者全員の記念写真を撮影します。

●対  象  者／（平成6年4月2日～平成7年4月1日生まれの人）
　　　　　　① 現在木曽岬町在住の方
　　　　　　② 木曽岬中学校を卒業された方で、現在本町以外の市町村にお住まいの方
　　　　　　※ ①、②以外に該当の方は、教育委員会にお知らせいただいたうえご出席いただきますよう
　　　　　　　 お願いします。
●日　　時／平成27年1月10日（土）　午前10時から（時間厳守）
●場　　所／ふるさと創生ホール　　　●問合せ先／教育委員会　☎68-1617
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ミーポ君

警察署コーナー ■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635

危険ドラ
ッグは、

　絶対
に使用

しない！！

町内7月の交通事故
●件数／11件（108件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／1人（16人）

（　　）…平成26年累計

～9月11日は「警察相談の日」～

●危険ドラッグとは
　覚醒剤や大麻などの規制薬物と類似した化学
　物質を混入させた植物片などで、体内摂取によ
　り、これら規制薬物と同様の有害性が疑われる
　物をいいます。
　「危険ドラッグ」は、毒性・常習性が強く非常に
　危険で、乾燥植物片状、粉末状、液体状、固形
　状（錠剤）といった様々な形態があり、「合法ハー
　ブ」「アロマ」「リキッド」「お香」「パウダー」などと
　称して販売されています。
　「合法」と謳っていても、実際には違法な成分が
　含まれていた例もあります。

●症状
　危険ドラッグを使用した人が「嘔吐が止まらな
　い」「瞳孔が開き、突然暴れ出す」「意識がもうろ
　うとした状態となる」「突然服を脱ぎ出し、訳の
　分からないことを叫ぶ」などという症状により、
　病院に救急搬送される例が急増し、また、危険
　ドラッグを使用後、車を暴走させ重大事故が発
　生しています。

～NO! 危険ドラッグ～
「脱法ドラッグ」を改め新呼称

警察への相談、要望、苦情は

祝日・年末年始を除く月～金　午前9時～午後5時
（プッシュ回線、有料、携帯電話・PHSからも使用可）

#9110
警察安全相談電話

振り込め詐欺
ヤミ金
悪質商法

ストーカー
近隣トラブル
DV被害など

#9110は・・・
●津市の三重県警察本部にかかります。
●携帯電話の場合、県境付近でかけると他府県警察へ
　つながることがあります。
●ダイヤル回線、IP電話をお使いの場合は、
　（059）224－9110へおかけください。

緊急の事件・事故は
110番！

危険ドラ
ッグは、

　絶対
に使用

しない！！











26広報きそさき　2014.9.1
広
報

木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。

■発行／木曽岬町役場　〒498-8503 三重県桑名郡木曽岬町大字西対海地251番地
■編集／議会事務局　☎（0567）68-6108  FAX（0567）66-3111

2014 No.589
9月号

日本一どでカボチャ大会に出場！日本一どでカボチャ大会に出場！日本一どでカボチャ大会に出場！日本一どでカボチャ大会に出場！

どてかぼちゃ祭開催！

　毎年9月に小豆島で開催されている日本一大きいカボチャ（どでカボチャ）を決める大会、「日本一
どでカボチャ大会」に今年も参加をします！ 写真左の伊藤好博さんは今年で５年目、「今までで一番
大きく育っていて、9月21日（日）の日本一どでカボチャ大会が楽しみだ」と語っていました。このカ
ボチャはアトランティックジャイアント種という品種で、日本一の大きさは500㎏超えという記録
となっています。

　大会に先駆け、木曽岬町どてかぼちゃ愛好会では、どてかぼちゃを知って
もらうとともに、お祭りを通して地元の皆さんとそこを訪れる人々がとも
に学び、ともに遊び、温かな血の通ったコミュニティづくりを目指すため、
かぼちゃづくしのお祭りを開催します。親子連れ大歓迎です。
　ぜひお子様に大きなかぼちゃを見せてやってください。

●日　　時／平成26年9月7日（日）
　　　　　　午後3時～7時
●場　　所／株式会社 アイ・エヌ・ジー敷地内
　　　　　　（和泉279-1）
●主　　催／木曽岬町どてかぼちゃ愛好会
●協　　賛／株式会社　アイ・エヌ・ジー
●協　　力／ごたーげさん
●問合せ先／どてかぼちゃ愛好会
　　　　　　makeithappen.mk@gmail.com

かぼちゃで学ぼう！
かぼちゃ工房、かぼちゃデコレーションほか

かぼちゃで遊ぼう！
かぼちゃボーリング、重量当てクイズほか

かぼちゃを食べよう！
かぼちゃスープ、かぼちゃ和菓子、
かぼちゃパンほか

伊藤好博さん（見入）

伊藤正幸さん（見入）

大会へ出
品する

　かぼち
ゃを育てて

います！大会へ出
品する

　かぼち
ゃを育てて

います！

来て！
　 見て！
触って！
　遊ぼう！

！


